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地域に文化の種を蒔く事業と一般的に
楽しめる事業の両方をバランスよく実
施するよう指定管理者と情報共有し連
携を図っていく。また、芸術文化協会
（公民館）とサポートＣ（市民館）の連携
を支援する。市民館中長期改修計画を
もとに劣化状況の把握（点検）と更新
工事を実施していく。

茅野市文化芸術推進計画

区
分

施策名称 進捗評価
総合評価

改革改善の具体的内容
主な取組内容や成果 課題

1
地域文化の創
造と文化芸術
活動の推進

おおむね順調

市民館、中央公民館ともに、市民
それぞれの目的に応じた文化芸
術活動の拠点として各種事業が
実施され、たくさんの市民に利用
された。しかし、年度末から新型
コロナウイルス感染症の影響に
より、貸館事業及び主催事業の
多くが延期・中止となり最終的に
は利用者数が伸びなかった。

新型コロナウイルス感染症の
影響により、文化芸術活動や
施設の制限が余儀なくされる
など、次年度は厳しい状況が
予測される。地域にとっても不
可欠な文化・芸術を絶やさぬ
よう新しい生活様式に沿った
事業展開が求められる。市民
館は施設・設備の経年劣化と
耐用年数の到来が迫り、計画
的な改修が必要。

進捗
評価 おおむね順調 説明

茅野市生涯学習推進指針を踏まえ、茅野市文化芸術推進計画の基本理念実現に向けた各施策
の事業展開を行うことができた。文化芸術活動に親しむきっかけづくりが各方面で行われたことに
より、それぞれの施策は充実してきている。歴史的遺産に関しては、現状を的確に把握、保存・整
備し公開することで、文化財保護の意識を高めることにより次世代へ継承する取組を進める必要
がある。

今後の重点化
施策番号 1 説明

地域文化の創造と文化芸術活動の推進を図ることは基本理念の実現につながる。今後も鑑賞機
会や発表機会の充実、情報及び活動拠点の整備、自主的な活動の推進が行われるよう市民や
団体、事業者等と協力・連携していく必要がある。引き続き地域にとっても不可欠な文化・芸術を
絶やさぬよう、新しい生活様式に沿った事業展開が求められる。

新型コロナウイルス感染症の
影響により、文化的なイベント
の自粛が今後も続くことが懸
念される。こうした中、多様な
文化芸術活動を身近に感じ触
れることのできる取組をどのよ
うに実施していくかが課題とな
る。

全ての市民が文化芸術に触れる機会
が持てるようＰＲを工夫するとともに、
次世代を担う子どもたちの創造力を育
む取組が様々な場所で展開できるよ
う、学校、施設、指定管理者、ＮＰＯ等
と協力・連携し実施していく。

3

文化の継承に
よる魅力ある
地域づくりの
推進

おおむね順調

前年度に引き続き文化財の価値
を損なうことなく、地域文化遺産
の保護・保全がされた。美術館の
資料収集は地域にゆかりのある
作品46点を受入することができ、
特色ある作品展の開催に結び付
けることが可能となっている。

文化財を取り巻く環境は悪化
しており、保護・保全にはこれ
まで以上の経費が必要とな
る。公立美術館の役割である
資料収集について市が寄附等
検討委員会を設置し審査を
行っているが、市の収集方針
による適正な収集と活用がで
きるよう指定管理者との連携
が必要。

現状を的確に把握、保存・整備し公開
することで、文化財保護の意識を高め
ることにより、次世代へ継承する取組
を進める。郷土にゆかりのある作品を
広く活用し、市のアピールにつなげて
いく方策の検討が必要。寄附等検討
委員、指定管理者との連携の中で検
討、推進していく。

関連市民団体等名称

開催回数

主な意見 市の考えや対応など

第1回八ヶ岳ＪＯＭＯＮライフフェスティ
バルに向けた体制づくりを行い、広く市
民が参加できるような企画の構築を図
る。

天候（台風）や疫病の発生により
各種事業に影響があったが、お
おむね計画した事業は実施さ
れ、縄文を生かしたまちづくりは
行われた。日本遺産とタイアップ
した周知活動や認知度向上のた
ための施策を行い誘客につなげ
ることができた。

伝統的な祭りや文化財・芸術
作品の展示、映画祭、アートプ
ロジェクト、イベント等といった
地域の文化資源や文化芸術
活動を産業・観光・福祉などの
分野で活用し、多くの市民に取
組への興味や関心を持っても
らえるような展開が必要であ
る。

4
文化芸術を活
用したまちづく
り

おおむね順調

2
文化芸術活動
に関わる人材
の育成

おおむね順調

ファミリー演劇鑑賞事業の際、
ワークショップを実施し鑑賞する
だけでなく舞台に立つ機会の提
供も行った。子どもたちの好奇心
や感性を育み、文化芸術に触れ
る機会や創造に関わるきっかけ
づくりとなっている。芸術祭や指
定管理者による人材育成事業に
より団体の連携やサポーターの
育成も進んだ。

参加延べ人数


